
 

春
の
息
吹
が
聴
こ
え
て
き
そ
う
な
好
時
節
、
春
の
お
彼
岸
を
迎
え
ま
す
。
皆
さ
ま

に
は
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
コ
ロ
ナ
流
行
以
来
、
自
粛
し
て
ま
し
た
落
語

を
４
年
ぶ
り
に
再
会
い
た
し
ま
す
。 

当
日
は
ま
だ
不
安
あ
る
所
以
に
、
手
指
消
毒
・
マ
ス
ク
着
用
等
配
慮
し
、
お
勤
め
い

た
し
ま
す
が
、
ご
参
拝
で
き
な
い
お
方
は
、
同
封
の
振
込
用
紙
に
回
向
名(

○
○
家

先
祖
代
々
ま
た
は
戒
名
）
を
記
入
し
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。
丁
重
に
ご
回
向
い
た

し
ま
す
。
ま
た
、
ご
参
詣
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
に
は
、
法
要
の
功
徳
を
受
け
ら

れ
、
健
康
と
ご
安
寧
を
祈
念
い
た
し
、
お
説
教
か
ら
生
ま
れ
た
落
語
に
ご
堪
能
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。
長
老
・
住
職
共
々
楽
し
み
に
し
て
お

り
ま
す
。 

  

日
時 

三
月
二
十
日
（
水
曜
日 

お
中
日
） 

 

午
後
一
時 

 
 

 
 

お
彼
岸
法
要
・
ご
先
祖
ご
供
養 

 

午
後
二
時
十
五
分
よ
り 

落
語
寄
席 

演
目 

火
焔
太
鼓 

落
語
、親
子
酒 

落
語
、 

清
水
次
郎
長
伝 

三
十
石
船
頭
中 

講
談 

   

お
招
き
し
て
い
る
噺
家
は 

善
亭 

ぶ
生
（
ぜ
ん
て
い
ぶ
し
ょ
う
）
師
で
す
。 

 

平
成
２
６
年
に
ご
来
寺
。
二
度
目
の
寄
席
で
す
。 

 

◆
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
◆ 

１
９
７
２
年 

広
島
市
で
生
ま
れ
。
５
歳
の
頃
よ
り
、
広
沢
虎
造
を
子
守
唄
代
わ
り
に
聞
き
な
が
ら
育
つ
。 

１
９
歳
：
東
洋
大
学
入
学
。
早
稲
田
寄
席
演
芸
研
究
会
入
会 

 

２
０
歳
：
田
辺
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
所
属
・
学
生
タ
レ
ン
ト
に
な
る
。 

２
２
歳
：
東
洋
大
学
卒
業
後
、
旅
行
会
社
の
仕
事
を
し
な
が
ら
、
落
語
と
旅
の
融
合
を
目
指
し
て
活
動
中
。 

現
在
：
広
島
演
芸
協
会
設
立
所
属
。
年
間
６
０
講
演
を
こ
な
す
。
ジ
ャ
パ
ン
ツ
ウ
リ
ス
ト
代
表
取
締
役
。 

 

檀

信

徒

各
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良
雲
山 

長
性
院 


